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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

(1) 連結経営指標等

回次 第100期中 第101期中 第102期中 第100期 第101期

会計期間

自2023年
　11月１日
至2024年
　４月30日

自2024年
　11月１日
至2025年
　４月30日

自2025年
　11月１日
至2026年
　４月30日

自2023年
　11月１日
至2024年
　10月31日

自2024年
　11月１日
至2025年
　10月31日

売上高 （千円） 254,155 249,290 282,758 510,920 509,956

経常利益 （千円） 18,279 15,813 17,680 41,167 27,399

親会社株主に帰属する中間

（当期）純利益
（千円） 18,127 15,660 17,528 44,710 24,634

中間包括利益又は包括利益 （千円） 80,608 23,360 201,387 63,144 143,855

純資産額 （千円） 1,815,333 1,814,106 2,130,613 1,797,869 1,934,567

総資産額 （千円） 3,541,816 3,499,395 3,799,756 3,423,158 3,519,221

１株当たり純資産額 （円） 509.68 509.33 598.29 504.77 543.24

１株当たり中間（当期）純利

益
（円） 5.09 4.40 4.92 12.55 6.92

潜在株式調整後１株当たり

中間（当期）純利益
（円） － － － － －

自己資本比率 （％） 51.25 51.84 56.07 52.52 54.97

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 53,761 37,923 22,423 145,524 96,443

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △2,821 3,813 △11,390 14,046 △4,792

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △23,093 28,223 △12,887 △119,075 △113,142

現金及び現金同等物の

中間期末（期末）残高
（千円） 69,362 151,960 58,543 81,999 60,409

従業員数
（人）

30 29 28 29 29

（外、平均臨時雇用者数） (16) (15) (17) (17) (15)

　（注）潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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(2) 提出会社の経営指標等

回次 第100期中 第101期中 第102期中 第100期 第101期

会計期間

自2023年
　11月１日
至2024年
　４月30日

自2024年
　11月１日
至2025年
　４月30日

自2025年
　11月１日
至2026年
　４月30日

自2023年
　11月１日
至2024年
　10月31日

自2024年
　11月１日
至2025年
　10月31日

売上高 （千円） 236,578 231,788 260,589 473,893 473,408

経常利益 （千円） 15,864 13,863 18,393 30,447 24,289

中間（当期）純利益 （千円） 15,895 13,893 18,423 36,310 22,787

資本金 （千円） 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000

発行済株式総数 （千株） 3,589 3,589 3,589 3,589 3,589

純資産額 （千円） 1,827,425 1,818,265 2,135,588 1,803,795 1,938,647

総資産額 （千円） 3,553,422 3,500,692 3,809,180 3,426,272 3,526,545

１株当たり純資産額 （円） 513.07 510.50 599.69 506.44 544.38

１株当たり中間（当期）純利益 （円） 4.46 3.90 5.17 10.19 6.40

潜在株式調整後１株当たり

中間（当期）純利益
（円） － － － － －

１株当たり配当額 （円） － － － 2.00 1.50

自己資本比率 （％） 51.43 51.94 56.06 52.65 54.97

従業員数
（人）

11 11 11 10 11

（外、平均臨時雇用者数） (1) (0) (0) (1) (0)

　（注）潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当中間連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当中間連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

2026年４月30日現在
 

セグメントの名称 従業員数（人）

繊維事業  25（17）

賃貸事業  1（0）

全社（共通）  2（0）

合計  28（17）

　（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（常用パートを含んでおります。）は、当中間連結会計期間の平

均人員を（　）外数で記載しております。

２．全社（共通）として記載されている従業員数は、特定のセグメントに区分できない管理部門に所属している

ものであります。

 

(2）提出会社の状況

2026年４月30日現在
 

セグメントの名称 従業員数（人）

繊維事業  8（0）

賃貸事業  1（0）

全社（共通）  2（0）

合計  11（0）

　（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（常用パートを含んでおります。）は、当中間会計期間の平均人

員を（　）外数で記載しております。

２．全社（共通）として記載されている従業員数は、特定のセグメントに区分できない管理部門に所属している

ものであります。

 

(3）労働組合の状況

　労働組合との間に特に記載すべき事項はありません。
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第２【事業の状況】

１【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

（1）経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

　当中間連結会計期間において、当社グループの経営方針・経営戦略等又は経営上の目標の達成状況を判断するた

めの客観的な指標等について、既に提出した有価証券報告書に記載された内容に比して重要な変更はありません。

　また、新たに定めた経営方針・経営戦略等又は経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等はあり

ません。

（2）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について、重要な変

更はありません。

　また、新たに生じた事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。

 

２【事業等のリスク】

　当中間連結会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営者が

当社グループの財務状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識してい

る主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありま

せん。

 

３【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績等の状況の概要

　当中間連結会計期間における当社グループ（当社および連結子会社）の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フ

ロー（以下「経営成績等」という。）の状況の概要は次のとおりであります。

①財政状態及び経営成績の状況

　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、2026年１～３月期国内総生産(ＧＤＰ)改定値は実質ＧＤＰが前期比

0.5％増(年率換算1.8％増)となり、２四半期連続のプラス成長となりました。内需においてはＧＤＰの半分以上を

占める個人消費が前期比0.3％増と小幅ながら増加し、外食や衣類などが堅調に推移したことから５四半期連続のプ

ラスとなりました。一方で、個人消費に次ぐ民需の柱である設備投資は、ソフトウエア投資の減少に加え、生産用

機械や業務用機械への投資が落ち込んだことなどから、２四半期ぶりにマイナスとなりました。外需においては、

輸出が前期比1.8％増と２四半期連続の増加となり、米国向けを中心とした自動車輸出の回復が寄与するなど、全体

を押し上げる要因となりました。また、2025年度のＧＤＰは個人消費や設備投資が牽引し、実質で前年度比0.8％増

とプラス成長を維持し、名目ＧＤＰも約670兆円規模となるなど、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。

　2026年４～６月期においては、中東情勢の緊迫化を背景として、原油価格の上昇や物流網への影響等が懸念され

ており、景気の先行きに対する不透明感が高まる状況となっております。さらに、経済協力開発機構(ＯＥＣＤ)が

公表した最新の経済見通しにおいても、中東情勢の長期化を前提とした場合、2026年の世界経済成長率が2.1％まで

低下する可能性が示されており、世界経済を取り巻く不確実性は高い状況が続いております。

　繊維業界におきましては、地政学的リスクの高まりやエネルギー価格及び原材料価格の上昇による事業費用の増

加のみならず、2026年前半における中東情勢緊迫化等の影響は、ナフサ原料を由来とする合繊素材の供給が逼迫す

るという状況となっております。一部には受注に伴う生産活動の持ち直しの動きが見られたものの、個人消費は力

強さを欠き、需要環境は総じて慎重な状況で推移いたしました。用途別では、アパレル分野において消費者の節約

志向や衣料品需要の伸び悩み等を背景に、厳しい事業環境が続きました。一方、産業資材分野では、自動車関連や

インフラ関連を中心として底堅い需要が見られました。また、環境負荷低減への対応やサステナビリティへの関心

の高まりを背景に、リサイクル素材や環境配慮型素材への取り組みが引き続き進展しております。

　このようなグローバル社会の変化が激しく不確実性が高まる経営環境のなか、当社グループは2024年12月に策定

した「３カ年中期経営計画」を基軸に、事業収益、財務体質、情報力それぞれの強化を目指すとともに、経営の効

率化と変化に即応できる事業体制の構築に努めてまいりました。

　この結果、当中間連結会計期間の財政状態および経営成績は以下のとおりとなりました。

ａ．財政状態

　当中間連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末比で280,534千円増加し3,799,756千円となりました。流

動資産は、前連結会計年度末比で30,368千円増加し373,962千円となりました。固定資産は、前連結会計年度末比で

250,165千円増加し3,425,793千円となりました。

　負債合計は、前連結会計年度末比で84,488千円増加し1,669,142千円となりました。流動負債は、前連結会計年度

末比で22,860千円増加し303,227千円となりました。固定負債は、前連結会計年度末比で61,628千円増加し

1,365,915千円となりました。

　純資産合計は、その他有価証券評価差額金の増加などにより、前連結会計年度末比で196,045千円増加し

2,130,613千円となりました。

ｂ．経営成績
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　当中間連結会計期間の経営業績は、売上高282,758千円(前年同期比13.4％増)、営業利益14,497千円(同11.0％

増)、経常利益17,680千円(同11.8％増)、親会社株主に帰属する中間純利益17,528千円(同11.9％増)となりました。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

　繊維事業は、当社グループの売上高の約６割を占める主力事業であります。

　受注高211,611千円(前年同期比17.1％増)、売上高175,988千円(同17.5％増)、セグメント利益11,376千円(同

12.9％増)、在庫高244,219千円(前年同期比7.9％減)となりました。

　賃貸事業は、売上高106,770千円(前年同期比7.3％増)、セグメント利益42,874千円(同2.3％増)となりました。

②キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動により得られた資金

を投資活動および財務活動に使用した結果1,865千円減少し58,543千円となりました。

　当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は22,423千円(前中間連結会計期間37,923千円の収入)となりました。

　これは主に税金等調整前中間純利益17,680千円、減価償却費22,097千円などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は11,390千円(前中間連結会計期間3,813千円の収入)となりました。

　これは主に有形固定資産の取得による支出11,189千円などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は12,887千円(前中間連結会計期間28,223千円の収入)となりました。

　これは主に長期借入れによる収入および返済による支出などによるものであります。

③会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

④生産、受注及び販売の実績

　当社グループの生産・販売品目は極めて多種多様であり、その生産形態も各事業所で幾多の品目を分担生産し、

同種の品目であっても、その生産単位等は一様ではなく画一的表示が困難であるため、セグメントごとに生産規模

および受注規模を金額あるいは数量で示すことはしておりません。

　このため生産、受注および販売の実績については、「(1) 経営成績等の状況の概要　①財政状態及び経営成績の

状況　ｂ．経営成績」における各セグメントの業績に関連づけて示しております。

　最近２中間連結会計期間の主な相手先別の販売実績および当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおり

であります。

相手先

前中間連結会計期間
（自　2024年11月１日
至　2025年４月30日）

当中間連結会計期間
（自　2025年11月１日
至　2026年４月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

株式会社アイリスプラザ 72,990 29.3 72,990 25.8

株式会社ダイドーフォワード 26,405 10.6 28,442 10.1

 

(2)経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

　経営者の視点による当社グループの経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は次のとおりであります。

　なお、文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間末現在において判断したものであります。

①当中間連結会計期間の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容

ａ．経営成績等

1）財政状態

（資産合計）

　当中間連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末比で280,534千円増加し3,799,756千円となりました。

　流動資産は、前連結会計年度末比で30,368千円増加し373,962千円となりました。主な要因は、受取手形及び売

掛金(電子記録債権を含む）29,004千円の増加であります。

　固定資産は、前連結会計年度末比で250,165千円増加し3,425,793千円となりました。主な要因は、投資有価証券

の時価評価による263,373千円の増加であります。

（負債合計）

　当中間連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末比で84,488千円増加し1,669,142千円となりました。

　流動負債は、前連結会計年度末比で22,860千円増加し303,227千円となりました。主な要因は、短期借入金

20,000千円、支払手形及び買掛金10,962千円のそれぞれ増加であります。
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　固定負債は、前連結会計年度末比で61,628千円増加し1,365,915千円となりました。主な要因は、繰延税金負債

79,339千円の増加、長期借入金12,387千円の減少であります。なお、借入金残高につきましては、前連結会計年度

末比で492千円減少し636,061千円となりました。

（純資産合計）

　当中間連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末比で196,045千円増加し2,130,613千円となりました。

主な要因は、利益剰余金12,186千円、その他有価証券評価差額金183,859千円のそれぞれ増加であります。

　この結果、連結ベースの自己資本比率は、前連結会計年度末の54.97％から56.07％となり、１株当たり純資産額

は前連結会計年度末の543円24銭から598円29銭となりました。

2）経営成績

（売上高）

　売上高は、繊維事業の売上増加などにより、前中間連結会計期間に比べ13.4％増の282,758千円となりました。

（売上原価、販売費及び一般管理費）

　売上原価は、原材料費の増加などにより前中間連結会計期間に比べ15.6％増の181,530千円となりました。

　販売費及び一般管理費は、人件費および報酬料金の増加などにより、前中間連結会計期間に比べ9.5％増の

86,731千円となりました。

（親会社株主に帰属する中間純損益）

　親会社株主に帰属する中間純利益は、前中間連結会計期間に比べ1,868千円増加し17,528千円となりました。

3）キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間のキャッシュ・フローの状況につきましては、「(1) 経営成績等の状況の概要　②キャッ

シュ・フローの状況」に記載のとおりであります。

ｂ．経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容

　当社グループの経営に影響を与える大きな要因としては、「２［事業等のリスク］」に記載した内容がありま

す。当中間連結会計期間においては、以下となります。

　繊維事業につきましては、原材料価格やエネルギー価格の高止まりに加え、円安基調の継続による原材料調達コ

ストの上昇など、依然として厳しい状況で推移いたしました。衣料品市場分野においては、アパレル向け秋冬・春

夏素材の販売増に加え、手芸糸分野の取扱高も大きく伸長いたしました。また、産業資材分野においても安定した

需要が継続いたしました。このような経営環境のなか、当社グループは情報力の強化と環境に配慮した中での事業

収益向上を重点課題として事業を推進してまいりました。特に製品販売品目と販売経路については費用対効果の極

大化と新しい取組の強化に努めてまいりました。

　賃貸事業につきましては、既存テナントとの契約更新時における賃料改定等が寄与し、安定した事業収益となり

ました。今後も賃貸物件の適切な管理運営による安定した収入の確保に取り組んでまいります。

②資本の財源及び資金の流動性に係る情報

資金需要

　当社グループの事業活動における運転資金需要の主なものは繊維事業における原材料・製品の仕入および外注加

工費用、各事業についての一般管理費等があります。また、設備資金需要としては、繊維事業および賃貸事業にお

ける建物・設備の更新のための投資等であります。

財務政策

　当社グループの事業活動の維持拡大に必要な資金を安定的に確保するため、内部資金の活用および金融機関から

の借入により資金調達を行っております。
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４【重要な契約等】

　該当事項はありません。

５【研究開発活動】

　特に記載すべき事項はありません。
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第３【設備の状況】

１【主要な設備の状況】

　当中間連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

２【設備の新設、除却等の計画】

　当中間連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 11,629,000

計 11,629,000

 
②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
（2026年４月30日）

提出日現在発行数（株）
（2026年７月24日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,589,000 3,589,000 －
単元株式数

  1,000株

計 3,589,000 3,589,000 － －

 

(2)【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

（ライツプランの内容）

　該当事項はありません。

 

（その他の新株予約権等の状況）

　該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　 該当事項はありません。

 

(4)【発行済株式総数、資本金等の状況】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2025年11月１日～

2026年４月30日
－ 3,589,000 － 100,000 － 122,741
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(5)【大株主の状況】

  2026年４月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

内山　正治 東京都渋谷区 625 17.57

内山　伸子 東京都渋谷区 450 12.64

森田　昇 埼玉県新座市 357 10.02

内山　由衣 東京都渋谷区 324 9.10

田崎　桂子 東京都渋谷区 291 8.17

太陽毛絲共済会 埼玉県川口市上青木５－５－９ 234 6.57

太平恒産株式会社 東京都渋谷区上原２－４１－１ 150 4.21

持田　一夫 埼玉県川口市 108 3.04

市田　昌子 東京都豊島区 101 2.84

株式会社埼玉りそな銀行 埼玉県さいたま市浦和区常盤７－４－１ 100 2.81

計 － 2,741 76.97

　(注）上記のほか、株式会社証券保管振替機構名義の名義書換失念株式が105千株あります。

 

(6)【議決権の状況】

①【発行済株式】

2026年４月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　27,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 3,530,000 3,530 －

単元未満株式 普通株式　　　32,000 － －

発行済株式総数 3,589,000 － －

総株主の議決権 － 3,530 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の名義書換失念株式が105,000株含ま

れております。また、「議決権の数」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の名義書換失念株式の完全議決

権株式に係る議決権の数105個が含まれております。
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②【自己株式等】

2026年４月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

太陽毛絲紡績株式会社
埼玉県川口市上青木

５－５－９
27,000 － 27,000 0.75

計 － 27,000 － 27,000 0.75

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．中間連結財務諸表及び中間財務諸表の作成方法について

(1）当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第３号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則

第１編および第４編の規定により第２種中間連結財務諸表を作成しております。

 

(2）当社の中間財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号。以

下「財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第３号の上欄に掲げる会社に該当し、財務諸表等規則第

１編および第４編の規定により第２種中間財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間(2025年11月１日から2026年４月30

日まで)の中間連結財務諸表および中間会計期間(2025年11月１日から2026年４月30日まで)の中間財務諸表につい

て、新創監査法人による監査を受けております。
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１【中間連結財務諸表等】

(1)【中間連結財務諸表】

①【中間連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2025年10月31日)

当中間連結会計期間
(2026年４月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 60,409 58,543

受取手形及び売掛金 30,753 46,535

電子記録債権 3,626 16,848

商品及び製品 179,186 173,514

仕掛品 673 9,210

原材料及び貯蔵品 57,515 61,494

その他 11,473 7,859

貸倒引当金 △43 △43

流動資産合計 343,593 373,962

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 ※１,※２ 1,566,793 ※１,※２ 1,572,787

減価償却累計額 △1,267,043 △1,282,745

建物及び構築物（純額） 299,749 290,041

機械装置及び運搬具 424,816 423,020

減価償却累計額 △391,012 △391,698

機械装置及び運搬具（純額） 33,803 31,321

土地 ※１ 2,293,314 ※１ 2,293,314

リース資産 3,780 3,780

減価償却累計額 △756 △1,134

リース資産（純額） 3,024 2,646

建設仮勘定 848 －

その他 29,823 30,105

減価償却累計額 △27,057 △26,994

その他（純額） 2,765 3,111

有形固定資産合計 2,633,506 2,620,435

無形固定資産   

ソフトウエア 820 669

無形固定資産合計 820 669

投資その他の資産   

投資有価証券 502,717 766,091

保険積立金 34,262 34,464

繰延税金資産 643 643

その他 3,677 3,489

投資その他の資産合計 541,301 804,689

固定資産合計 3,175,628 3,425,793

資産合計 3,519,221 3,799,756
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2025年10月31日)

当中間連結会計期間
(2026年４月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,467 15,430

短期借入金 － ※１ 20,000

１年内返済予定の長期借入金 ※１ 214,540 ※１ 206,435

１年内返還予定の受入建設協力金 12,541 11,446

リース債務 831 831

未払金 25,811 23,960

未払費用 61 61

未払法人税等 472 327

未払消費税等 ※３ 3,568 ※３ 5,070

その他 18,072 19,664

流動負債合計 280,367 303,227

固定負債   

長期借入金 ※１ 422,013 ※１ 409,626

受入建設協力金 42,925 37,201

リース債務 2,425 2,009

繰延税金負債 117,135 196,475

再評価に係る繰延税金負債 559,773 559,773

退職給付に係る負債 10,159 10,974

長期預り敷金保証金 149,854 149,854

固定負債合計 1,304,286 1,365,915

負債合計 1,584,653 1,669,142

純資産の部   

株主資本   

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 322,741 322,741

利益剰余金 144,528 156,715

自己株式 △1,490 △1,490

株主資本合計 565,779 577,966

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 326,004 509,863

土地再評価差額金 1,042,783 1,042,783

その他の包括利益累計額合計 1,368,788 1,552,647

純資産合計 1,934,567 2,130,613

負債純資産合計 3,519,221 3,799,756
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②【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年11月１日
　至　2025年４月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年11月１日
　至　2026年４月30日)

売上高 249,290 282,758

売上原価 157,049 181,530

売上総利益 92,241 101,228

販売費及び一般管理費 ※ 79,178 ※ 86,731

営業利益 13,062 14,497

営業外収益   

受取利息 50 92

受取配当金 5,441 6,184

助成金収入 466 806

その他 478 458

営業外収益合計 6,436 7,541

営業外費用   

支払利息 3,196 3,593

為替差損 0 10

その他 489 754

営業外費用合計 3,686 4,358

経常利益 15,813 17,680

特別利益   

国庫補助金 － 2,133

特別利益合計 － 2,133

特別損失   

固定資産圧縮損 － 2,133

特別損失合計 － 2,133

税金等調整前中間純利益 15,813 17,680

法人税、住民税及び事業税 328 327

法人税等調整額 △175 △175

法人税等合計 152 152

中間純利益 15,660 17,528

親会社株主に帰属する中間純利益 15,660 17,528

 

【中間連結包括利益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年11月１日
　至　2025年４月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年11月１日
　至　2026年４月30日)

中間純利益 15,660 17,528

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 21,161 183,859

土地再評価差額金 △13,461 －

その他の包括利益合計 7,699 183,859

中間包括利益 23,360 201,387

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 23,360 201,387
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③【中間連結株主資本等変動計算書】

前中間連結会計期間（自2024年11月１日　至2025年４月30日）

    （単位：千円）

 株主資本

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 100,000 322,741 127,018 △1,456 548,302

当中間期変動額      

剰余金の配当 － － △7,123 － △7,123

親会社株主に帰属する中間
純利益 － － 15,660 － 15,660

自己株式の取得 － － － △0 △0

株主資本以外の項目の当中
間期変動額（純額）

－ － － － －

当中間期変動額合計 － － 8,536 △0 8,536

当中間期末残高 100,000 322,741 135,554 △1,456 556,839

 

     

 その他の包括利益累計額

純資産合計
 

その他有価証券評価
差額金

土地再評価差額金
その他の包括利益累
計額合計

当期首残高 193,322 1,056,245 1,249,567 1,797,869

当中間期変動額     

剰余金の配当 － － － △7,123

親会社株主に帰属する中間
純利益 － － － 15,660

自己株式の取得 － － － △0

株主資本以外の項目の当中
間期変動額（純額）

21,161 △13,461 7,699 7,699

当中間期変動額合計 21,161 △13,461 7,699 16,236

当中間期末残高 214,483 1,042,783 1,257,267 1,814,106
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当中間連結会計期間（自2025年11月１日　至2026年４月30日）

    （単位：千円）

 株主資本

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 100,000 322,741 144,528 △1,490 565,779

当中間期変動額      

剰余金の配当 － － △5,341 － △5,341

親会社株主に帰属する中間
純利益 － － 17,528 － 17,528

自己株式の取得 － － － － －

株主資本以外の項目の当中
間期変動額（純額）

－ － － － －

当中間期変動額合計 － － 12,186 － 12,186

当中間期末残高 100,000 322,741 156,715 △1,490 577,966

 

     

 その他の包括利益累計額

純資産合計
 

その他有価証券評価
差額金

土地再評価差額金
その他の包括利益累
計額合計

当期首残高 326,004 1,042,783 1,368,788 1,934,567

当中間期変動額     

剰余金の配当 － － － △5,341

親会社株主に帰属する中間
純利益 － － － 17,528

自己株式の取得 － － － －

株主資本以外の項目の当中
間期変動額（純額）

183,859 － 183,859 183,859

当中間期変動額合計 183,859 － 183,859 196,045

当中間期末残高 509,863 1,042,783 1,552,647 2,130,613
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④【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年11月１日
　至　2025年４月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年11月１日
　至　2026年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 15,813 17,680

減価償却費 22,594 22,097

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 31 815

受取利息及び受取配当金 △5,491 △6,277

支払利息 3,196 3,593

為替差損益（△は益） 0 10

固定資産除却損 287 180

国庫補助金 － △2,133

固定資産圧縮損 － 2,133

売上債権の増減額（△は増加） 4,153 △29,004

棚卸資産の増減額（△は増加） △3,157 △6,844

仕入債務の増減額（△は減少） 4,245 10,962

未払消費税等の増減額（△は減少） △4,854 1,502

その他 1,682 2,545

小計 38,500 17,262

利息及び配当金の受取額 5,491 6,277

利息の支払額 △3,183 △3,655

補助金の受取額 － 2,133

法人税等の支払額 △2,885 △472

法人税等の還付額 － 878

営業活動によるキャッシュ・フロー 37,923 22,423

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △9,826 △11,189

保険積立金の積立による支出 △201 △201

保険積立金の解約による収入 13,841 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 3,813 △11,390

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △10,000 20,000

長期借入れによる収入 190,000 100,000

長期借入金の返済による支出 △136,450 △120,492

建設協力金の返還による支出 △7,865 △6,818

リース債務の返済による支出 △579 △415

配当金の支払額 △6,880 △5,161

自己株式の取得による支出 △0 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 28,223 △12,887

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △10

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 69,960 △1,865

現金及び現金同等物の期首残高 81,999 60,409

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 151,960 ※ 58,543
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【注記事項】

（中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１．連結の範囲に関する事項

　　連結子会社の数　　　1社

　連結子会社は、太陽テキスタイルサポート㈱であります。

２．連結子会社の中間決算日等に関する事項

　連結子会社（太陽テキスタイルサポート㈱）の中間決算日は、中間連結決算日と一致しております。

３．会計方針に関する事項

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法

①　有価証券

　その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

…時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

市場価格のない株式等

…移動平均法による原価法

②　棚卸資産

　商品及び製品、仕掛品、原材料及び貯蔵品

　　月次移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算

　定）

(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法

①　有形固定資産（リース資産を除く）

…定額法

　なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物及び構築物　　　　　２～37年

機械装置及び運搬具　　　２～16年

②　無形固定資産（リース資産を除く）

…定額法

　　なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づいておりま

す。

③　リース資産

　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

(3）重要な引当金の計上基準

　貸倒引当金

　一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検

討し、回収不能見込額を計上しております。

(4）退職給付に係る会計処理の方法

　　退職給付に係る負債および退職給付費用の計算に、退職給付に係る中間連結会計期間末自己都合要支給

　額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

(5）重要な収益及び費用の計上基準

　　当社および連結子会社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容

および当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。

　①　繊維事業

　当社は、紡毛糸、梳毛糸、毛織物、ニット製品、コート、産業資材、手芸糸の製造および販売を行っ

ております。

　これらの商品または製品の販売については、商品または製品の引渡時点において顧客が当該製品に対

する支配を獲得し、履行義務が充足されるため、当該引渡時点で収益を認識しております。ただし、商

品または製品の国内の販売については、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替

的な取扱いを適用し、出荷時から当該製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である

ため、出荷時に収益を認識しております。

　なお、商品の販売のうち、当社が代理人に該当すると判断したものについては、他の当事者から提供

する商品と、交換に受け取る額から当該他の当事者に支払う額を控除した純額を収益として認識してお

ります。

　繊維事業に関する取引の対価は、商品または製品の引渡し後、概ね４か月以内に受領しており、当該

顧客との契約に基づく債権について、重要な金融要素の調整は行っておりません。
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②　賃貸事業

　　主に当社が保有する商業施設の賃貸および管理業務を行っております。

　　不動産賃貸収入は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に従い、オペレーティン

　グ・リース取引に該当する取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて会計処理を行って

　おります。

(6）重要なヘッジ会計の方法
①　ヘッジ会計の方法
　　繰延ヘッジ処理によっております。また、為替変動リスクのヘッジについて振当処理の要件を充たして
　いる場合には振当処理によっております。
②　ヘッジ手段とヘッジ対象
　　ヘッジ手段…為替予約
　　ヘッジ対象…買掛金（予定取引を含む）
③　ヘッジ方針
　　為替変動リスク低減のため、対象債務の範囲内でヘッジを行っております。
④　ヘッジ有効性評価の方法
　　為替予約の締結時に同一金額で同一期日の為替予約をそれぞれ振当てているため、その後の為替相場の
　　変動による相関関係は完全に確保されているので中間決算日における有効性の評価を省略しております。

(7）中間連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　　　中間連結キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、随時引き出し

可能な預金および容易に換金可能であり、かつ、価値の変動に僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ

月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。

 

（中間連結貸借対照表関係）

※１．担保資産及び担保付債務

　担保に供している資産は次のとおりであります。

 
前連結会計年度
（2025年10月31日）

当中間連結会計期間
（2026年４月30日）

建物及び構築物 185,663千円 176,070千円

土地 1,780,132 1,780,132

計 1,965,796 1,956,202

 

　上記のうち工場財団抵当設定分

 
前連結会計年度
（2025年10月31日）

当中間連結会計期間
（2026年４月30日）

建物及び構築物 175,496千円 166,762千円

土地 1,582,980 1,582,980

計 1,758,477 1,749,743

 

　担保付債務は次のとおりであります。

 
前連結会計年度
（2025年10月31日）

当中間連結会計期間
（2026年４月30日）

短期借入金 －千円 20,000千円

1年内返済予定の長期借入金 174,260 169,955

長期借入金 386,593 392,446

計 560,853 582,401

 

　上記のうち工場財団抵当設定分

 
前連結会計年度
（2025年10月31日）

当中間連結会計期間
（2026年４月30日）

短期借入金 －千円 20,000千円

1年内返済予定の長期借入金 136,936 138,931

長期借入金 269,262 289,977

計 406,198 448,908

 

※２．圧縮記帳

　有形固定資産に係る国庫補助金による圧縮記帳額は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度
（2025年10月31日）

当中間連結会計期間
（2026年４月30日）

建物及び構築物 －千円 2,133千円
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　　　　　※３．消費税等の取扱い

　仮払消費税等および仮受消費税等は相殺のうえ、流動負債の「未払消費税等」として表示しておりま

す。

 

（中間連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は次のとおりであります。

 
　前中間連結会計期間
（自　2024年11月１日
　　至　2025年４月30日）

　当中間連結会計期間
（自　2025年11月１日
　　至　2026年４月30日）

従業員給与 18,329千円 20,088千円

役員報酬 17,280 17,630

支払報酬 8,199 10,090

退職給付費用 535 1,343

 

（中間連結株主資本等変動計算書関係）

前中間連結会計期間（自2024年11月１日　至2025年４月30日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期首
株式数（株）

当中間連結会計期間
増加株式数（株）

当中間連結会計期間
減少株式数（株）

当中間連結会計期間
末株式数（株）

発行済株式     

普通株式 3,589,000 － － 3,589,000

合計 3,589,000 － － 3,589,000

自己株式     

普通株式（注） 27,255 4 － 27,259

合計 27,255 4 － 27,259

（注）普通株式の自己株式の株式数の増加4株は、単元未満株式の買取による増加であります。

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　　該当事項はありません。

 

３．配当に関する事項

　配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）
配当の原資

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日

2025年１月23日

定時株主総会
普通株式 7,123 利益剰余金 2.0 2024年10月31日 2025年１月24日
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当中間連結会計期間（自2025年11月１日　至2026年４月30日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期首
株式数（株）

当中間連結会計期間
増加株式数（株）

当中間連結会計期間
減少株式数（株）

当中間連結会計期間
末株式数（株）

発行済株式     

普通株式 3,589,000 － － 3,589,000

合計 3,589,000 － － 3,589,000

自己株式     

普通株式 27,819 － － 27,819

合計 27,819 － － 27,819

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　　該当事項はありません。

 

３．配当に関する事項

　配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）
配当の原資

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日

2026年１月22日

定時株主総会
普通株式 5,341 利益剰余金 1.5 2025年10月31日 2026年１月23日

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前中間連結会計期間
（自　2024年11月１日
至　2025年４月30日）

当中間連結会計期間
（自　2025年11月１日
至　2026年４月30日）

現金及び預金 151,960千円 58,543千円

現金及び現金同等物 151,960 58,543

 

（金融商品関係）

１．金融商品の時価等に関する事項

中間連結貸借対照表計上額（連結貸借対照表計上額）、時価およびこれらの差額については、次のとおりで

あります。

 前連結会計年度（2025年10月31日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 
連結貸借対照表計

上額
時価 差額

(1）投資有価証券 501,369 501,369 －

資産計 501,369 501,369 －

(2）長期借入金（1年内返済予定を含む） 636,553 630,015 △6,537

負債計 636,553 630,015 △6,537
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 当中間連結会計期間（2026年４月30日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 
中間連結貸借対照表

計上額
時価 差額

(1）投資有価証券 764,743 764,743 －

資産計 764,743 764,743 －

(2）長期借入金（1年内返済予定を含む） 616,061 605,325 △10,735

負債計 616,061 605,325 △10,735

 

(*1)　「現金及び預金」については、現金であること、及び預金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似する

　　ものであることから、記載を省略しております。

(*2)　「受取手形及び売掛金」、「支払手形及び買掛金」及び「短期借入金」については、短期間で決済されるため時

　　価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略しております。

(*3)　市場価格のない株式等は、「(1)投資有価証券」には含まれておりません。当該金融商品の中間連結貸借対照表計

　　上額（連結貸借対照表計上額）は以下のとおりであります。

（単位：千円）

区分 前連結会計年度 当中間連結会計期間

非上場株式 1,347 1,347

 

２．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに

 分類しております。

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価

　　　　　　　　の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定

　　　　　　　　に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

　　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ

　属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

 

(1)　時価で中間連結貸借対照表（連結貸借対照表）に計上している金融商品

 前連結会計年度(2025年10月31日)

（単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券     

　その他有価証券

　　株式
501,369 － － 501,369

資産計 501,369 － － 501,369
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 当中間連結会計期間(2026年４月30日)

（単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券     

　その他有価証券

　　株式
764,743 － － 764,743

資産計 764,743 － － 764,743

 

(2)　時価で中間連結貸借対照表（連結貸借対照表）に計上している金融商品以外の金融商品

 前連結会計年度(2025年10月31日)

（単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期借入金（1年内返済予定を

含む）
－ 630,015 － 630,015

負債計 － 630,015 － 630,015

 

 当中間連結会計期間(2026年４月30日)

（単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期借入金（1年内返済予定を

含む）
－ 605,325 － 605,325

負債計 － 605,325 － 605,325

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

投資有価証券

　上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その時価をレベル

１の時価に分類しております。

長期借入金（1年内返済予定を含む）

　長期借入金の時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間および信用リスクを加味した利率を基に、割引現在

価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

 

（有価証券関係）

その他有価証券

前連結会計年度（2025年10月31日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区分 種類
連結貸借対照表
計上額

取得原価 差額

連結貸借対照表計上額が取得原価を

超えるもの

株式 501,369 48,706 452,663

小計 501,369 48,706 452,663

連結貸借対照表計上額が取得原価を

超えないもの

株式 － － －

小計 － － －

合計 501,369 48,706 452,663

（注）非上場株式等(当連結貸借対照表計上額1,347千円)につきましては、市場価格のない株式等であることから、上記

　　　の「その他有価証券」には含めておりません。

 

　　　　　当中間連結会計期間（2026年４月30日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
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区分 種類
中間連結貸借対照表

計上額
取得原価 差額

中間連結貸借対照表計上額が取得原

価を超えるもの

株式 764,743 48,706 716,037

小計 764,743 48,706 716,037

中間連結貸借対照表計上額が取得原

価を超えないもの

株式 － － －

小計 － － －

合計 764,743 48,706 716,037

（注）非上場株式等(当中間連結貸借対照表計上額1,347千円)につきましては、市場価格のない株式等であることから、

　　　上記の「その他有価証券」には含めておりません。

 

（デリバティブ取引関係）

１．ヘッジ会計が適用されていないデリバティブ取引

　前連結会計年度（2025年10月31日）

　　該当事項はありません。

　当中間連結会計期間（2026年４月30日）

　　該当事項はありません。

 

２．ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引

　前連結会計年度（2025年10月31日）

　　該当事項はありません。

　当中間連結会計期間（2026年４月30日）

　　該当事項はありません。

 

（資産除去債務関係）

前連結会計年度（2025年10月31日）

１．資産除去債務のうち連結貸借対照表に計上しているもの

　該当はありません。

 
２．連結貸借対照表に計上しているもの以外の資産除去債務

　当社グループは、一部建物の建築材料に石綿を使用した物件を所有しております。当該建物の解体時におい

て、法令の定める方法により石綿を適切に除去する債務を有しておりますが、当該建物については、今後とも

適切な維持管理を行いながら、使用を継続する予定であります。従いまして債務の履行時期の見積りが困難で

あり、具体的な計画に基づかない限り解体時期を見積ることができません。さらに、当該建物の除却費用か

ら、当該石綿の除去に直接関わる費用を区分して見積ることは、困難であります。

　これらの理由から、当該債務に見合う資産除去債務は計上しておりません。

 
当中間連結会計期間（2026年４月30日）

１．資産除去債務のうち中間連結貸借対照表に計上しているもの

　　該当はありません。

 
２．中間連結貸借対照表に計上しているもの以外の資産除去債務

　当社グループは、一部建物の建築材料に石綿を使用した物件を所有しております。当該建物の解体時におい

て、法令の定める方法により石綿を適切に除去する債務を有しておりますが、当該建物については、今後とも

適切な維持管理を行いながら、使用を継続する予定であります。従いまして債務の履行時期の見積りが困難で

あり、具体的な計画に基づかない限り解体時期を見積ることができません。さらに、当該建物の除却費用か

ら、当該石綿の除去に直接関わる費用を区分して見積ることは、困難であります。

　これらの理由から、当該債務に見合う資産除去債務は計上しておりません。
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（賃貸等不動産関係）

　賃貸等不動産の中間連結貸借対照表計上額および中間連結決算日における時価に、前連結会計年度の末日に

比して著しい変動が認められないため、記載を省略しております。

 

（収益認識関係）

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであり

　ます。

 

２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

　　中間連結財務諸表「注記事項（中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）３．会計方針に関す

　る事項（5）重要な収益及び費用の計上基準」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。

 

３．顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当中間連結

会計期間末において存在する顧客との契約から翌連結会計年度以降に認識すると見込まれる収益の金額及び

時期に関する情報

　　（1）契約資産及び契約負債の残高等

該当事項はありません。

　　（2）残存履行義務に配分した取引価格

　当社および連結子会社においては、当初の予想契約期間が１年を超える重要な取引がないため、実

務上の便法を適用し、残存履行義務に関する情報の記載を省略しております。また、顧客との契約か

ら生じる対価の中に、取引価格に含まれていない重要な金額はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。

　当社グループは、製品・サービス別の事業本部を置き、各事業本部は、取り扱う製品・サービスについて国

内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。したがって、当社グループは、事業本部

を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「繊維事業」および「賃貸事業」を報告セ

グメントとしております。

「繊維事業」は、紡毛糸、梳毛糸、毛織物、ニット製品、コート、産業資材、手芸糸の製造・販売を行ってお

ります。

「賃貸事業」は、不動産の賃貸および管理業務を行っております。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と同一であります。

　報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益および振替高は市場

実勢価格に基づいております。
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３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報並びに収益の分

　　解情報

　　　　前中間連結会計期間（自2024年11月１日　至2025年４月30日）

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額
中間連結財務
諸表計上額

 繊維事業 賃貸事業 合計

主要な財又はサービス      

　原糸 103,255 － 103,255 － 103,255

　アパレル衣料品 23,650 － 23,650 － 23,650

　その他 22,901 － 22,901 － 22,901

　顧客との契約から生じる収益 149,808 － 149,808 － 149,808

　その他の収益（注） － 99,482 99,482 － 99,482

外部顧客への売上高 149,808 99,482 249,290 － 249,290

セグメント間の内部売上高又は

振替高
6,000 5,400 11,400 △11,400 －

計 155,808 104,882 260,690 △11,400 249,290

セグメント利益 10,080 41,893 51,974 △38,911 13,062

セグメント資産 508,808 2,447,073 2,955,881 543,513 3,499,395

その他の項目      

減価償却費 8,410 13,924 22,334 259 22,594

有形固定資産及び無形固定資産

の増加額
13,606 － 13,606 － 13,606

（注）その他の収益には、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号　2007年３月30日）に基づく所有不

動産の賃貸収入等が含まれております。

 
　　　　当中間連結会計期間（自2025年11月１日　至2026年４月30日）

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額
中間連結財務
諸表計上額

 繊維事業 賃貸事業 合計

主要な財又はサービス      

　原糸 115,484 － 115,484 － 115,484

　アパレル衣料品 32,934 － 32,934 － 32,934

　その他 27,569 － 27,569 － 27,569

　顧客との契約から生じる収益 175,988 － 175,988 － 175,988

　その他の収益（注） － 106,770 106,770 － 106,770

外部顧客への売上高 175,988 106,770 282,758 － 282,758

セグメント間の内部売上高又は

振替高
6,000 5,400 11,400 △11,400 －

計 181,988 112,170 294,158 △11,400 282,758

セグメント利益 11,376 42,874 54,251 △39,753 14,497

セグメント資産 523,312 2,419,850 2,943,162 856,594 3,799,756

その他の項目      

減価償却費 9,059 12,655 21,715 382 22,097

有形固定資産及び無形固定資産

の増加額
9,730 － 9,730 173 9,903

（注）その他の収益には、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号　2007年３月30日）に基づく所有不

動産の賃貸収入等が含まれております。
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４．報告セグメント合計額と中間連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事

項）

（単位：千円）
 

売上高 前中間連結会計期間 当中間連結会計期間

報告セグメント計 260,690 294,158

セグメント間取引消去 △11,400 △11,400

中間連結財務諸表の売上高 249,290 282,758

 

（単位：千円）
 

利益 前中間連結会計期間 当中間連結会計期間

報告セグメント計 51,974 54,251

セグメント間取引消去 － －

全社費用（注） △38,911 △39,753

中間連結財務諸表の営業利益 13,062 14,497

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 
 

（単位：千円）
 

資産 前中間連結会計期間 当中間連結会計期間

報告セグメント計 2,955,881 2,943,162

セグメント間取引消去 △1,125 △14,107

全社資産（注） 544,639 870,701

中間連結財務諸表の資産合計 3,499,395 3,799,756

（注）全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない当社の余資運用資金、長期投資資金（投資有価証券）等でありま

す。

 

（単位：千円）
 

その他の項目

報告セグメント計 調整額 中間連結財務諸表計上額

前中間連結
会計期間

当中間連結
会計期間

前中間連結
会計期間

当中間連結
会計期間

前中間連結
会計期間

当中間連結
会計期間

減価償却費 22,334 21,715 259 382 22,594 22,097

有形固定資産及び無形固定資産

の増加額
13,606 9,730 － 173 13,606 9,903

（注）減価償却費の調整額は、主にソフトウエアにかかるものであります。
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【関連情報】

前中間連結会計期間（自2024年11月１日　至2025年４月30日）

１．製品及びサービスごとの情報

　製品及びサービスの区分が報告セグメント区分と同一であるため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

　(1)売上高

　　　本邦の外部顧客への売上高が中間連結損益計算書の売上高の90%を超えるため記載を省略しております。

　(2)有形固定資産

　　 本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

株式会社アイリスプラザ 72,990 賃貸事業

株式会社ダイドーフォワード 26,405 繊維事業

 

当中間連結会計期間（自2025年11月１日　至2026年４月30日）

１．製品及びサービスごとの情報

　製品及びサービスの区分が報告セグメント区分と同一であるため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

　(1)売上高

　　　本邦の外部顧客への売上高が中間連結損益計算書の売上高の90%を超えるため記載を省略しております。

　(2)有形固定資産

　　 本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

株式会社アイリスプラザ 72,990 賃貸事業

株式会社ダイドーフォワード 28,442 繊維事業

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

　　　　　前中間連結会計期間(自2024年11月１日　至2025年４月30日）

　該当事項はありません。
 
　　　　　当中間連結会計期間(自2025年11月１日　至2026年４月30日）

　該当事項はありません。
 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前中間連結会計期間(自2024年11月１日　至2025年４月30日）

　該当事項はありません。
 

当中間連結会計期間(自2025年11月１日　至2026年４月30日）

　該当事項はありません。
 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前中間連結会計期間(自2024年11月１日　至2025年４月30日）

　該当事項はありません。
 

当中間連結会計期間(自2025年11月１日　至2026年４月30日）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　　　 １株当たり純資産額は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度
（2025年10月31日）

当中間連結会計期間
（2026年４月30日）

１株当たり純資産額 543円24銭 598円29銭

 

　　　 １株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
（自 2024年11月１日
至 2025年４月30日）

当中間連結会計期間
（自 2025年11月１日
至 2026年４月30日）

１株当たり中間純利益 4円40銭 4円92銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益

（千円）
15,660 17,528

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中

間純利益（千円）
15,660 17,528

普通株式の期中平均株式数（株） 3,561,742 3,561,181

（注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

(2)【その他】

該当事項はありません。
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２【中間財務諸表等】

(1)【中間財務諸表】

①【中間貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(2025年10月31日)
当中間会計期間
(2026年４月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 46,130 46,076

受取手形及び売掛金 24,836 40,457

電子記録債権 3,626 16,848

商品及び製品 179,186 173,514

仕掛品 673 9,210

原材料及び貯蔵品 56,741 60,557

その他 10,365 7,365

流動資産合計 321,560 354,030

固定資産   

有形固定資産   

建物 ※１,※２ 1,426,004 ※１,※２ 1,431,998

減価償却累計額 △1,142,762 △1,156,826

建物（純額） 283,241 275,171

構築物 140,789 140,789

減価償却累計額 △124,281 △125,919

構築物（純額） 16,508 14,870

機械及び装置 424,816 423,020

減価償却累計額 △391,012 △391,698

機械及び装置（純額） 33,803 31,321

工具、器具及び備品 29,823 30,105

減価償却累計額 △27,057 △26,994

工具、器具及び備品（純額） 2,765 3,111

土地 ※１ 2,293,314 ※１ 2,293,314

リース資産 3,780 3,780

減価償却累計額 △756 △1,134

リース資産（純額） 3,024 2,646

建設仮勘定 848 －

有形固定資産合計 2,633,506 2,620,435

無形固定資産   

ソフトウエア 820 669

無形固定資産合計 820 669

投資その他の資産   

投資有価証券 502,717 766,091

関係会社株式 30,000 30,000

保険積立金 34,262 34,464

その他 3,677 3,489

投資その他の資産合計 570,657 834,045

固定資産合計 3,204,984 3,455,150

資産合計 3,526,545 3,809,180
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(2025年10月31日)
当中間会計期間
(2026年４月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 15,263 27,107

短期借入金 － ※１ 20,000

１年内返済予定の長期借入金 ※１ 214,540 ※１ 206,435

１年内返還予定の受入建設協力金 12,541 11,446

リース債務 831 831

未払金 19,072 17,754

未払費用 61 61

未払法人税等 290 145

未払消費税等 ※３ 2,127 ※３ 3,069

その他 18,882 20,825

流動負債合計 283,611 307,677

固定負債   

長期借入金 ※１ 422,013 ※１ 409,626

受入建設協力金 42,925 37,201

リース債務 2,425 2,009

繰延税金負債 117,135 196,475

再評価に係る繰延税金負債 559,773 559,773

退職給付引当金 10,159 10,974

長期預り敷金保証金 149,854 149,854

固定負債合計 1,304,286 1,365,915

負債合計 1,587,898 1,673,592

純資産の部   

株主資本   

資本金 100,000 100,000

資本剰余金   

資本準備金 122,741 122,741

その他資本剰余金 200,000 200,000

資本剰余金合計 322,741 322,741

利益剰余金   

その他利益剰余金   

固定資産圧縮積立金 2,313 1,974

繰越利益剰余金 146,294 159,715

利益剰余金合計 148,607 161,689

自己株式 △1,490 △1,490

株主資本合計 569,858 582,940

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 326,004 509,863

土地再評価差額金 1,042,783 1,042,783

評価・換算差額等合計 1,368,788 1,552,647

純資産合計 1,938,647 2,135,588

負債純資産合計 3,526,545 3,809,180
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②【中間損益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間会計期間

(自　2024年11月１日
　至　2025年４月30日)

当中間会計期間
(自　2025年11月１日
　至　2026年４月30日)

売上高 231,788 260,589

売上原価 136,001 153,897

売上総利益 95,787 106,691

販売費及び一般管理費 84,661 91,496

営業利益 11,125 15,195

営業外収益 ※２ 6,423 ※２ 7,509

営業外費用 ※３ 3,685 ※３ 4,311

経常利益 13,863 18,393

特別利益 － ※４ 2,133

特別損失 － ※５ 2,133

税引前中間純利益 13,863 18,393

法人税、住民税及び事業税 145 145

法人税等調整額 △175 △175

法人税等合計 △30 △30

中間純利益 13,893 18,423
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③【中間株主資本等変動計算書】

前中間会計期間（自2024年11月１日　至2025年４月30日）

        （単位：千円）

 株主資本

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計

 

資本準備金
その他資
本剰余金

資本剰余
金合計

その他利益剰余金
利益剰余
金合計

 
固定資産圧
縮積立金

繰越利益剰
余金

当期首残高 100,000 122,741 200,000 322,741 2,992 129,951 132,943 △1,456 554,228

当中間期変動額          

剰余金の配当 － － － － － △7,123 △7,123 － △7,123

中間純利益 － － － － － 13,893 13,893 － 13,893

圧縮積立金の取崩額 － － － － △339 339 － － －

自己株式の取得 － － － － － － － △0 △0

株主資本以外の項目の当
中間期変動額（純額）

－ － － － － － － － －

当中間期変動額合計 － － － － △339 7,109 6,770 △0 6,769

当中間期末残高 100,000 122,741 200,000 322,741 2,653 137,060 139,713 △1,456 560,997

 

     

 評価・換算差額等

純資産合計
 その他有価証券評価差額金 土地再評価差額金 評価・換算差額等合計

当期首残高 193,322 1,056,245 1,249,567 1,803,795

当中間期変動額     

剰余金の配当 － － － △7,123

中間純利益 － － － 13,893

圧縮積立金の取崩額 － － － －

自己株式の取得 － － － △0

株主資本以外の項目の当
中間期変動額（純額）

21,161 △13,461 7,699 7,699

当中間期変動額合計 21,161 △13,461 7,699 14,469

当中間期末残高 214,483 1,042,783 1,257,267 1,818,265
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当中間会計期間（自2025年11月１日　至2026年４月30日）

        （単位：千円）

 株主資本

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計

 

資本準備金
その他資
本剰余金

資本剰余
金合計

その他利益剰余金
利益剰余
金合計

 
固定資産圧
縮積立金

繰越利益剰
余金

当期首残高 100,000 122,741 200,000 322,741 2,313 146,294 148,607 △1,490 569,858

当中間期変動額          

剰余金の配当 － － － － － △5,341 △5,341 － △5,341

中間純利益 － － － － － 18,423 18,423 － 18,423

圧縮積立金の取崩額 － － － － △339 339 － － －

自己株式の取得 － － － － － － － － －

株主資本以外の項目の当
中間期変動額（純額）

－ － － － － － － － －

当中間期変動額合計 － － － － △339 13,421 13,082 － 13,082

当中間期末残高 100,000 122,741 200,000 322,741 1,974 159,715 161,689 △1,490 582,940

 

     

 評価・換算差額等

純資産合計
 その他有価証券評価差額金 土地再評価差額金 評価・換算差額等合計

当期首残高 326,004 1,042,783 1,368,788 1,938,647

当中間期変動額     

剰余金の配当 － － － △5,341

中間純利益 － － － 18,423

圧縮積立金の取崩額 － － － －

自己株式の取得 － － － －

株主資本以外の項目の当
中間期変動額（純額）

183,859 － 183,859 183,859

当中間期変動額合計 183,859 － 183,859 196,941

当中間期末残高 509,863 1,042,783 1,552,647 2,135,588
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【注記事項】

（重要な会計方針）

１．資産の評価基準及び評価方法

　(1）有価証券

　　子会社株式

…移動平均法による原価法

　　その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

…時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

市場価格のない株式等

…移動平均法による原価法

　(2）棚卸資産

　　　商品及び製品、仕掛品、原材料及び貯蔵品

　　　月次移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

２．固定資産の減価償却の方法

(1）有形固定資産

…定額法

　なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物　　　　　　　　　　２～37年

機械及び装置　　　　　　２～16年

(2）無形固定資産

…定額法

　なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づいております。

３．引当金の計上基準

(1）貸倒引当金

　一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討

し、回収不能見込額を計上しております。

(2）退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるため、退職給付引当金および退職給付費用の計算に、退職給付に係る中間期末

自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

４．収益及び費用の計上基準

　当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容および当該履行義務

を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。

（1）繊維事業

　当社は、紡毛糸、梳毛糸、毛織物、ニット製品、コート、産業資材、手芸糸の製造および販売を行って

おります。

　これらの商品または製品の販売については、商品または製品の引渡時点において顧客が当該製品に対す

る支配を獲得し、履行義務が充足されるため、当該引渡時点で収益を認識しております。ただし、商品ま

たは製品の国内販売については、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取扱

いを適用し、出荷時から当該製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間であるため、出荷

時に収益を認識しております。

　なお、商品の販売のうち、当社が代理人に該当すると判断したものについては、他の当事者から提供す

る商品と、交換に受け取る額から当該他の当事者に支払う額を控除した純額を収益として認識しておりま

す。

　繊維事業に関する取引の対価は、商品または製品の引渡し後、概ね４か月以内に受領しており、当該顧

客との契約に基づく債権について、重要な金融要素の調整は行っておりません。

（2）賃貸事業

　主に当社が保有する商業施設の賃貸および管理業務を行っております。

　不動産賃貸収入は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に従い、オペレーティング・

リース取引に該当する取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて会計処理を行っておりま

す。

５．ヘッジ会計の方法

　(1）ヘッジ会計の方法

　繰延ヘッジ処理によっております。また、為替変動リスクのヘッジについて振当処理の要件を充たしてい

る場合には振当処理によっております。
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　(2）ヘッジ手段とヘッジ対象

　ヘッジ手段…為替予約

　ヘッジ対象…買掛金（予定取引を含む）

　(3）ヘッジ方針

　為替変動リスク低減のため、対象債務の範囲内でヘッジを行っております。

 （4）ヘッジ有効性評価の方法

　為替予約の締結時に、同一金額で同一期日の為替予約をそれぞれ振当てているため、その後の為替相場の

変動による相関関係は完全に確保されているので中間決算日における有効性の評価を省略しております。

 

（中間貸借対照表関係）

※１．担保資産および担保付債務

　担保に供している資産は次のとおりであります。

 
前事業年度

（2025年10月31日）
当中間会計期間
（2026年４月30日）

建物及び構築物 185,663千円 176,070千円

土地 1,780,132 1,780,132

計 1,965,796 1,956,202

 

　上記のうち工場財団抵当設定分

 
前事業年度

（2025年10月31日）
当中間会計期間
（2026年４月30日）

建物及び構築物 175,496千円 166,762千円

土地 1,582,980 1,582,980

計 1,758,477 1,749,743

 

　担保付債務は次のとおりであります。

 
前事業年度

（2025年10月31日）
当中間会計期間
（2026年４月30日）

短期借入金 －千円 20,000千円

1年内返済予定の長期借入金 174,260 169,955

長期借入金 386,593 392,446

計 560,853 582,401

 

　上記のうち工場財団抵当設定分

 
前事業年度

（2025年10月31日）
当中間会計期間
（2026年４月30日）

短期借入金 －千円 20,000千円

1年内返済予定の長期借入金 136,936 138,931

長期借入金 269,262 289,977

計 406,198 448,908

 

※２．圧縮記帳

　有形固定資産に係る国庫補助金による圧縮記帳額は、次のとおりであります。

 
前事業年度

（2025年10月31日）
当中間会計期間
（2026年４月30日）

建物 －千円 2,133千円

 

　　　　　※３．消費税等の取扱い

仮払消費税等および仮受消費税等は相殺のうえ、流動資産の「未払消費税等」として表示しております。
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（中間損益計算書関係）

　１. 減価償却実施額

 
前中間会計期間

（自　2024年11月１日
至　2025年４月30日）

当中間会計期間
（自　2025年11月１日
至　2026年４月30日）

有形固定資産 22,345千円 21,946千円

無形固定資産 169 151

計 22,515 22,097

 

※２. 営業外収益のうち主要なもの

 
 
 

前中間会計期間
（自　2024年11月１日
至　2025年４月30日）

当中間会計期間
（自　2025年11月１日
至　2026年４月30日）

受取利息 40千円 71千円

受取配当金 5,441 6,184

助成金収入 462 800

 

※３.　営業外費用のうち主要なもの

 
 
 

前中間会計期間
（自　2024年11月１日
至　2025年４月30日）

当中間会計期間
（自　2025年11月１日
至　2026年４月30日）

支払利息 3,196千円 3,593千円

 

※４.　特別利益のうち主要なもの

 

 

 

前中間会計期間
（自　2024年11月１日
至　2025年４月30日）

当中間会計期間
（自　2025年11月１日
至　2026年４月30日）

国庫補助金 －千円 2,133千円

 

※５.　特別損失のうち主要なもの

 
 
 

前中間会計期間
（自　2024年11月１日
至　2025年４月30日）

当中間会計期間
（自　2025年11月１日
至　2026年４月30日）

固定資産圧縮損 －千円 2,133千円

 

（有価証券関係）

　前事業年度　(2025年10月31日)

　子会社株式(貸借対照表計上額　子会社株式30,000千円)は市場価格のない株式等のため、時価を記載しており

ません。

 

　当中間会計期間　(2026年４月30日)

　子会社株式(中間貸借対照表計上額　子会社株式30,000千円)は市場価格のない株式等のため、時価を記載して

おりません。

 

（収益認識関係）

　　顧客との契約から生じる利益を理解するための基礎となる情報は、中間連結財務諸表「注記事項（収益認識

　関係）」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

(2)【その他】

 　 該当事項はありません。
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第６【提出会社の参考情報】
　 当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

　　有価証券報告書及びその添付書類

　　事業年度（第101期）（自　2024年11月１日　至　2025年10月31日）2026年１月21日関東財務局長に提出
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書

 

  2026年７月24日  

太陽毛絲紡績株式会社    

 

 取締役会　御中  

 
 
 

 新創監査法人  

 東京都中央区  

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 松原　寛

 

中間監査意見

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる太陽毛絲紡績株式会社の2025年11月１日から2026年10月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2025年11月１

日から2026年４月30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結

包括利益計算書、中間連結株主資本等変動計算書、中間連結キャッシュ・フロー計算書、中間連結財務諸表作成のための

基本となる重要な事項及びその他の注記について中間監査を行った。

　当監査法人は、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表の作成基準

に準拠して、太陽毛絲紡績株式会社及び連結子会社の2026年４月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間連

結会計期間（2025年11月１日から2026年４月30日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を

表示しているものと認める。

 

中間監査意見の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の

基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、

我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の

倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判

断している。

 

中間連結財務諸表に対する経営者及び監査役の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表の作成基準に準拠して中間連結財務諸

表を作成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を

作成し有用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に

関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間連結財務諸表監査における監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した中間監査に基づいて、全体として中間連結財務諸表の有用な情報の表示に関して投

資者の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得て、中間監査報告書において独立の立場か

ら中間連結財務諸表に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別

に又は集計すると、中間連結財務諸表の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると

判断される。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に従って、中間監査の過程を通じて、職業的専

門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による中間連結財務諸表の重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに

　対応する中間監査手続を立案し、実施する。中間監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、中間監査の

　意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。なお、中間監査手続は、年度監査と比べて監査手続の一部

　が省略され、監査人の判断により、不正又は誤謬による中間連結財務諸表の重要な虚偽表示リスクの評価に基づいて、

　分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択及び適用される。
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・　中間連結財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク

　評価の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間連結財務諸表の作成と有用な情報の表

　示に関連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注

　記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として中間連結財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に

　基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか

　結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、中間監査報告書において中間連結財務諸表

　の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中

　間連結財務諸表に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、中間監査報告書日までに

　入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性があ

　る。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表の作成基準

　に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに中間連

　結財務諸表が基礎となる取引や会計事象に関して有用な情報を表示しているかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する意見表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠

　を入手するために、中間連結財務諸表の中間監査を計画し実施する。監査人は、中間連結財務諸表の中間監査に関する

　指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で中間監査意見に対して責任を負う。

　監査人は、監査役に対して、計画した中間監査の範囲とその実施時期、中間監査の実施過程で識別した内部統制の重要

な不備を含む中間監査上の重要な発見事項、及び中間監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　　上
 
　（注）１．上記の中間監査報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは中間監査の対象には含まれておりません。
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独立監査人の中間監査報告書

 

  2026年７月24日  

太陽毛絲紡績株式会社    

 

 取締役会　御中  

 
 
 

 新創監査法人  

 東京都中央区  

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 松原　寛

 

中間監査意見

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる太陽毛絲紡績株式会社の2025年11月１日から2026年10月31日までの第102期事業年度の中間会計期間（2025年11月１

日から2026年４月30日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計

算書、重要な会計方針及びその他の注記について中間監査を行った。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠し

て、太陽毛絲紡績株式会社の2026年４月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する中間会計期間（2025年11月１日か

ら2026年４月30日まで）の経営成績に関する有用な情報を表示しているものと認める。

 

中間監査意見の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の

基準における当監査法人の責任は、「中間財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が

国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た

している。当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

中間財務諸表に対する経営者及び監査役の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作成

し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有用な

情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間財務諸表を作成することが適切であるかど

うかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間財務諸表監査における監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した中間監査に基づいて、全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者

の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得て、中間監査報告書において独立の立場から中

間財務諸表に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集

計すると、中間財務諸表の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に従って、中間監査の過程を通じて、職業的専

門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応

　する中間監査手続を立案し、実施する。中間監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、中間監査の意見

　表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。なお、中間監査手続は、年度監査と比べて監査手続の一部が省

　略され、監査人の判断により、不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示リスクの評価に基づいて、分析的手

　続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択及び適用される。

・　中間財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価

　の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な情報の表示に関連

　する内部統制を検討する。
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・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注

　記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として中間財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づ

　き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論

　付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、中間監査報告書において中間財務諸表の注記事

　項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間財務諸表に

　対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、中間監査報告書日までに入手した監査証拠

　に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　中間財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠し

　ているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間財務諸表の表示、構成及び内容、並びに中間財務諸表が基礎

　となる取引や会計事象に関して有用な情報を表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査役に対して、計画した中間監査の範囲とその実施時期、中間監査の実施過程で識別した内部統制の重要

な不備を含む中間監査上の重要な発見事項、及び中間監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上
 

　（注）１．上記の中間監査報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは中間監査の対象には含まれておりません。
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